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押

韻

叫HHd円只

の

(ー)

近

世

上

方

の

押

韻

語

二
個の
単語
が、
ω一-
53zoロ
で
結ぼ
れ
た
り
手司自巾
で
結ば
れ
た
り
す

るこ
と
が
あ
る。
こ
れ
を
押
韻垣間と
よ
ん
で
よい
な
ら
ば、
近
世の
上
方語・

江
戸
語は、
押
綴
語の山一説
肺慨を
もっ
て
特
色の一
つ
に
す
る
とい
え
る。
本
稿

で
は
近
世
話の
中、
もっ
ぱ
ら
上
方の
押
韻
語
デ
1
タ
か
ら、
その
通
則を
引

き
出し
て
み
よ
うと
思
う。
た
だ
し、
あ
ら
か
じ
め
断っ
て
お
きたい。
押
韻

語
は、
各
語の
語
義
上か
ら、
並
立と
強
調との
二
つ
に
大
別
す
るこ
と
が
で

きる。
し
か
し
こ
こ
に
取
り
上げ
るの
は
強
調の
方で
あ
る。
た
と
え
ば

す
じ

だ
〈
ほ
〈

O面
色
筋
骨
凸
凹せ
り
《
究
延
四
年・
頼
政
扇
子
芝・一
一V

11《J-m

，
づ
み

O己が
心の
だ
く
ぼ
くに、
人を
埋て
平
山の
武
者
所《
宝
麿
元
年・一
谷

撤
軍
記・一
》

前
者は
デコ
ボコ
の
意で
あ
る
か
ら
並
立、
後
者は
ド
キ
ド
キの
意で
あ
る

か
ら
強
調と
見る。
す
な
わ
ち
後
者は、
畳
語
で
「だ
く
だ
く」
と
もい
えば

い
え
る
所を、
こ
と
さ
ら
「だ
く
ぼ
く」
といっ
たの
で
あ
る
か
ら、
強
調・

強
意と
解す
る
わ
け
で
あ
る。
も
う一
つ、
た
と
え
ば

O化
粧
け
は
ひ
もろ
く
に
せ
ぬ
《
寛延
四
年・
恋
女
房
染
分
手
綱・
三》

に
お
い
て、
「
化
粧」
も
「
け
は
ひ」
も
当
時と
し
て
は
同
義
語で
あ
るの
に、

わ
ざ
わ
ざこ
れ
を
結ん
だの
は、
い
わ
ゆる
ZEo--伺可
と
か
宮180-0
8、

と
か
で
は
な
く
閉UF
825
の一
一種だ
と、
わ
れ
わ
れは
見る
の
で
あ
る。

つ
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右の
見
地で、
上
方
押韻語の
構
造
様
式を
分
類
表
示し
て
み
る
と、
次の

よ
うに
な
る。一

|
頭
韻
語
l同
義語・
類
義語
を
結ぶ

一

一
|
附
同
義語・
類
義語を
結ぶ

押
韻
語
l一

一

一

一
|
例
反
対話を
結ぶ

「
腕
韻語
!一
|例
下

鷹山置は惇は|一

一

一
一
|
①接
尾
語
を
付け
る

一

一
|
下
②
音
添加

一

「
③
音
交
換

-
|伺
上
接語が
下
接
諸に
韻
をふ
む
||一

一

一
|
①音
交
換

-
|
②
? 

以
下、
実
例に
よっ
てこ
れ
を
解
説
す
るが、
右の
様
式分
類の
当
否は、

一
に
各
語の
原
義
解
釈の
当否その
もの
に
か
かっ
てい
る。
と
くに
こ
の
点

に
つ
い
て、
大
方の
ご
批
判を
仰
またい。

き

る
い

O
着
類
き
そ
げに
きづ
付ら
れ
ね
問に
取かへ
し
て
く
れ
う《
享保五
年・

心
中天の
網
嶋・
中》

こ
の
「
き
そ
げ」
を、
意
味は
な
く
た
だ
類
似の
音を
重ね
た
だ
け
と
解
す

頭

韻

語



近世押韻語の 通則 について

る
説が
あ
り、
ま
た
「
そ
げ」
をこ
そ
げの
義と
と
く
説が
あ
る。
ぃ.す
れに

も
従
い
難
レ 。
「
き
そ
げ」
は
単
独
に
も
用
い
ら
れ
る 。
「
な
い
も
せ
ぬ
親
の
着

そ
げ
ま
で
打
ま
げ
て」
(
明
和
三
年・
諸
道
聴
耳
世
間
猿・一ニ)
「
わ
づ
か
の
必

し
ゐ

そ
げ
も
残
ら
ず
代
な
し
て」
(
寛
政
十
年
頃
カ
・

猿
曳
門
出
議・
下) 。
思
う

に

「
そ
げ」
と
は
「
そ
げ
る」
(
ガ
下一

。
し
ょ

げ
る 、
情
然
た
り
の
意)
の
連

用
名
詞
形で、
「
き
そ
げ」
は
着
古し、
古
清
の
意
で
あ
ろ
う 。

「
着
類
き

そ

げ」
で、
衣
類とい
う
衣
類は
残ら
ずの
意と
な
る。

せ
め
せ
っ
て
う

O
責切
打《
克延
四
年・
役
行
者
大
峰
絞・
四
》

こ
の
下
接
語
も
単
独に
用い
ら
れ、
い
じ
め
る、
さい
な
むの
怠で
あ
る。

「
い
や
と
云
と
そ
れ
切
と 、
ね
ぢ
上

/\、
せ
っ
ち
ゃ
う

す」
(
正
徳
三
年
・

天

神
記・
三)
「
此
八
百
両
の
戻
る
程 、
余
の
女
郎
共
を
せ
つ
ら
や
う

せ
い」
(
事

保
三
年・
傾
城
酒
呑
託
子・
三) 。
す
な
わ
ち
今
も
岩
手・
宮
城・
茨
城・
新

潟
県
下
に
行
な
わ
れ
る
セ
ァ

チ
ョ
l

ス
ル 、
肥
前
五
島
(
福
江
島
富
江・
様

島)
に
残る
セッ
チョ
ス
ル
で
あ
る。
語
源は、
折
(切)
樟
打
郷の
略で
折

(
切)
打
で
あ
ろ
う
と
も 、
殺
生
の
批
形
で
あ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
る 。

も
ち
ろん
動
詞で
「
責め
せ
た
ぐ」
(ガ
下二・
ガ
四)
「
責め
せ
ち
が
ふ」

(ハ
四)
と
いっ
て
も、
同
義
語・
類
義語
を
結ん
だ
頭
韻
語
で
あ
る。

O
無
法
無
徹を
し
に
せ
に
て、
名
も
横
蔵の
す
じ
かい
道《
明
和三
年・
本

朝
廿
四
孝・
コ
一

》

下
接
語
を
単
独に
用い
た
例に
は
ま
だ
按し
ない
が、
「
無
徹」
は
無
轍な

る
べ
く 、

「
無
法
無
休」
の
類
で
あ
ろ
う 。

O
耳そ
ぐ
鼻そ
ぐ
血
み
ど
ろ
ち
ん
がい
《
享
保三
年・
博
多
小
女
郎
波
枕・

下
》

こ
れ
も
下
接
語を
単
独に
用い
た
例に
援し
ない
が、
「ちん
がい」
は
血

滴
(あ
え)、
ま
た
は
血
が
滴
(
あ
え)
の
批
形で
あ
ろ
うとい
わ
れ
る。
「血

み
ど
ろ
ち
ん
が
い」
は
今
な
お
大
阪
に
残っ
て 、
「
血
み
ど
ろ」
の
強
調
語
と

し

て
用
い

ら

れ
る。

以
上
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
な
通
り 、

一以
閉山
は
一
個
音
節
と
い
う
の
が
多

い。
し

か
し

こ

個
音
節に
及ぶ
も

の

も、
な

レ

で
は
ない 。

O一
文
二子ち
が
ふ
て
も《
宝
永三
年・
心
中二
枚
絵
草
紙・
中》

「一
字」
の
「
字」
は
「
もじ」
の
意で
あ
り、
「
も
じ」
は
「
もじ
きな

か」
「
も
じ
ひ
ら
な
か」
な
ど
の
そ
れ 、
す
な
わ
ち
「
畿
内
に
て
(
銭
の)
表

の
方を
もじ
と
云」
(
物
類
称
呼・
四)
か
ら、
「一
字」
は
「一
文」
の
同
義

語で
あ
る。
なお
頭
韻
形
「一
銭
二子」
複
合
形
「一
字
半
銭」
といっ
た
語

例
も
あ
る 。

す
む

O此お
礼が
ちゃっ
きり
ち
ゃっ
とつ
い
言ふ
て
済
事かい
な
《
元
文
四
年

-

ひ
らか
な
般
表
記・
三
》
※
ち
ゃっ
との
強
窓。

Oイ
ヤモ
此お
礼が
ちょっ
きり
ちょっ
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ぬ
《
嘉
永三
年

-

生
写
朝
顔
話・
宇
治の
段》
※
ちょっ
と
の
強
意。

後
者は
今日
で
も「ちょつ
く
ら
ちょっ
と」
とい
う
形で、
強
意に
用い

ら
れ
る。

以
上が、
頭
韻語の
大
観で
あ
る。
す
なわ
ちこ
こ
に
は、
同
義語
ない
し

類
義
語
を
結ぶとい
う一
式しか
ない
よ
うで
あ
る。

(三)

脚

韻

語

こ
れに
対し
て
脚
韻
語の
構
造
様
式に
は、
い
ろん
な
もの
が
あ
る。
ま
ず

第一
は、
一政
韻
語の
場
合と
同
様、
同
義語・
類
義語
を
結ぶ
もの
で
あ
る。

Oあ
た
り
ほ
と
り
を
見
廻
して
《
延
享二
年・
夏
祭
浪花
鑑・
七》

O

世械燥機

も
有そ
な
事《
享
保三
年・
日
本
振袖
始・
一
一v

e

8
9

 

0
所
縁か
か
り
もな
け
れば
《
延
享四
年・
義経
千
本
桜・一
》
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Oお
裾
も
す
そに
取
付ひ
れふ
し
《
元
文
元
年・
和
田
合
戦
女
舞
鶴・一
》

O
もふ
今で
は
屋
ざい
か
ざい、
み
な
ぬ
し
の
物で
ご
ざ
り
ま
する
《
宝
永

五
年カ・
心
中
章一
井
筒・
上》

あ
ぜ

O
皇の
裏
道
畔
道を
すち
り
も
切
りて
藤
井
寺《
正
徳
元
年・
冥
途の
飛脚

・
下》

最
後の
例で、
こ
れ
を
受け
る
の
に
「に」
で
な
く
て
「て」
を
もっ
て
し

た
の
は、
下の
「
藤」
を
生
動
させ
る
た
め
で
あろ
う。

ST

 

Oち
く
ら
手
く
らの一
夜け
ん
ぎや
う《
既
出・
博
多
小
女
郎
波
枕・
上》

「ち
く
ら」
は
う
そ、
い
つ
わ
りの
意。
「
手く
ら」
は
や
ま
しい
手
法、

ご
ま
か
し
の
意。
上
接
語
末
「く
ら」
の
「
く」
が
清
音で
あ
る
か
ら、
当

然、
脚
韻は
そ
れに
揃
う。
し
か
し
「
手く
ら」
は
連
濁で
「
手ぐ
ら」
(
愛

媛
県
大三
島
方
言に
残る)
とい
うの
が
普
通で
ある。

か
ね

O
手ぐ
ら
ま
ぐ
らの
銀まは
し
も
なら
ず
《
元
禄七
年・
西
鶴
織
留・
六》

「ま
ぐ
ら」
は、
目
隠と
も
問
時と
もい
わ
れ、
たし
か
で
ない。

O
酒
も
鮮
も
有た
け
は
だ
け
か
ふて
や
る
《
正
徳
元
年・
吉
野
都
女
楠・

四
》

は
た

と
な

は
た

「は
だ
け」
は、
粉
払けの
義で
粉ま
で
払い
て
残ら
ずの
意で
あろ
うと

する
説が
ある。
従い
難い。
「は
た
く」
(カ
四)
で
は
な
く、
「は
だ
け
る」

(カ
下一。
①
軽くこ
す
る、
撫で
る
②こ
そ
げ
お
と
す、
径
きお
と
す。
と

と
は
②の
意)
の
連
用
名
詞
形で
あろ
う。

O
去なが
ら!
滞

情

比弘同比
も
御
存じ
な
く
《
元
禄十
四
年・
天
鼓・
二
》

身
元
素
性の
意。
原
義は
足
下
踏
下で
あろ
うと
い
わ
れる。

O

人

の

お

れ

そ

れ

世

の

中

の

義

理

順

毅

《

既

出
・

傾

城

酒

呑

童

子
・

三

》

サ、
サ
是へ
/\.、
い
かに
もと
互に
お
れ
そ
れ
《
寛延二
年・
双
蝶々

曲
輪日
記・
二
》

お
れで
ある
と
か、
そ
れで
為る
と
かい
うの
意。
転じ
て
前
者は、
善
悪

の
批
評の
意。
後
者は
会
釈、
あい
さつ、
応
対の
意。
後
者は、
現
代ま
で

大
阪に
残っ
た。

O
北
条め
が
さ」へ
こ
さへ
《
宝
暦八
年・
蛭
小
嶋
武
勇
問
答・一
VV

い
ち

{

、〈(
1

1jl
{

O一
一は
な
立っ
て
きh
い
こ
さい
《
宝
暦
十
年・
祇
園
女
御
九
重
錦・
二
》

後
者は
前
者の
批
形で
あろ
う。
上
接語
「さ
さへ」
は
「さ
さへ
ご
と」

「さ
さへ
ぐ
ち」
と
もい
い、
①
他を
妨
害
中
傷
する
よ
うに
い
うこ
と。

。
。
。
。

「か
げこ
と
なか
ご
と
さ』へ
口」
(宝
永三
年・
卯
月の
紅
葉・
上)
」l
某が

さ』
へ
ご
と
申せ
し
様に
て
迷
惑
千
万」
(宝
永七
年・
首我
虎が
磨・
中)

②と
め
だ
て、
邪
魔だて。
「
御辺が
そば
か
ら
何ン
の
か
の
と
さ』へ
をい

ふ
もが
て
ん
/'\」
(享
保
十三
年・
加
賀
国
篠
原
合
戦・
こ
③
苦
情、
不

平。
「
物ご
とに
さhへ
をい
は
ず
暮さ
れ
け
る
故」
(安
永二
年・
世
間
姑
気

質・
一)。
下
接
語
「こ
さへ」
は、
「さへ
る」
(「さ
さへ
る」
と
同
義)
の

迎
用
名
詞
形に、
軽
傷の
怖を
表わ
す
接
頭
語
「こ」
(小)
を
冠し
た
諾で

あ
ろ
う。

で

し

O
又
し
て
は
お
の
れら
が、
そし
りは
し
りに
兄
弟子の
中
言をい
h
お
る

か
《
安
永
七
年・
心
中
刃は
氷の
朔日・
上》

誇
りの
意で、
下
接語に
は
意
味
なし
と
する
説が、
い
ま
だに
訂正
さ
れ

てい
ない。
語
源につ
い
て
は、
わ
れ
わ
れに
もま
だ
考えが
ない
が、
用
例

か
ら
帰
納
す
れ
ば、
こ
れに
二
義が
ある。
①つ
い
ちょっ
と
し
た
談話、
会

話の
片は
し。
「
天に口
なし、
婆
娩の
そし
り
は
し
りに
も、
い
は
猿
の
い

ま
し
め
を{すれば、
こ
け
猿の
指ぎしに
あふ」
(諸
道
聴
耳
世
間
猿・
序)

「
団
七
殿が
牢の
中で
様庁
う
きめに
あはっ
しゃ
る
仙の
そ
し
り
はし
り
を

聞
き、
五つ
や
六つ
の
子
心に
も
悲しい
や
ら」
(夏
祭
浪
花
鑑・
二)
②
片

は
し、
少し
ば
か
り。
「そし
り
は
し
り
(※
武
芸の)
は
及ば
ず
なが
ら
存
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近 世押韻語 の 通則 につい て
じ
て
お
り
ま
す
る」
(
天
明二
年・
傾
城
賃
金
繍・
三) 。
もち
ろ
ん
上
方で
は

「
そ
し
る 。
男
女
共お
し
なべ
て
蔭に
て
悪し
くい
ふこ
と
を
か
くい
ふ」

(
文
政
四
年カ・
浪
花
方
言)
か
ら 、
誘る
窓
を
掛け
た
用
例
も
あ
るに
は
あ

る 。
「

71・の
そ
し
り
は
し
り
(※
女
共が
男
の
陰
口
を
いっ
て
い
る
の)

が 、
は
し
り
もとへ
関へ
て」
(
明
和三
年・
世
間
妾
形
気・
二) 。
ま
た
略し

て
「
そ
し
り」
と
の
みいっ
た
例
も
あ
る 。
「
そ
し
り
(
※
剣
術
の)
は
知っ

て
居
る」
(
文
化二
年・
鐙
鳴
今
朝
噂・
上) 。
ち
な
み
に
②の
怠の
「
そ
し
り

は
し
り」
は 、
今
なお
大
阪に
行
な
わ
れ
る 。

O
あま
の
四つ
橋 、
四
方の
人 、
し
がい
もがい
の
思ひ
草
《
宝
永三
年・

本
領
曽
我・一二
》

「し
がい」
は
仕
甲
斐の
あ
るの
意で 、
「
もがい」
に
意
味は
ない
と
す

る
説が
あ
る 。
恐
ら
くは

非で
あ
る 。
こ
こ
は
大
阪
新
町
遊
廓へ
入
り

込
む
蕩

児の
心
情
をいっ
た
の
で
あっ
て 、
上
接
語は
「し
が
ふ」
(ハ
四 。
①草
を

刈っ
て
束ね
て
末
を
結び
合
わ
せ
る
②束
ね
る)
の
連
用
名
詞形で
あ
り 、

下

接
語
は
そ
れの
同
義
語
ない
し
類
義
語で
あ
ろ
う 。

た
だ
し
未
考 。
な
お
「
思

ひ
草」
は
煙
草の
異
名と
し
て
用い
るの
が
普
通で
あ
る
が 、
こ
こ
は
そ
れで

は
な
く 、

思い
の
結ぼ
れ
るの
を
刈っ
た
草
を
結ぶ
の
に
な
ぞ
ら
え
た
だ
け
で

あ
ろ
う 。

Oせ
ん
ぎま
ん
ぎ
も
や
か
ま
し』
《
宝
永五
年・
傾
城
反
魂
香・
中》

上
接
語
「
詮
議」
に
千を
か
け 、
万とつ
ない
だ
の
で
あ
る
が 、
もち
ろ
ん

下
接
語は
新
造
語で
あ
ろ
う 。

数
詞を
利
用し
た
例に
は 、
「
千
も
万
も
(な

い・
い
ら
ぬ)」
「四
の
五
の
(い
う)」

「
四
も五
も
(い
ら
ぬ・
食は
ぬ
こ

な
ど
も
あ
る 。

-r
J
マ
ト
ペ

以
上
は、
い
わ
ゆ
る
概
念語
で
あ
る。
次に
象
徴
語
を
観
察す
る。
もっ
と

も
概
念
語・
象
徴
語の
い
ず
れ
で
あ
るか 、
即
断し
か
ね
る
例
も
ない
で
は
な

O
鼓の
ひや
う
し
もち
ぐは
ぐに 、
心
そ
ろ
は
ぬ
は
や
し
か
た
《
既
出・
和

回
合
戦
女
舞
曲時・
一
》

「
ち
ぐ」
は 、
尾
張・
静
岡
県・
大
分
県日
田
郡な
ど
で
不
揃い 、
は
ん
ぱ

の
意で
ゐ
り 、

近
世
上
方
諸に
も
「
片ち
ぐ」
といっ
た
例が
あ
り 、

「は
ぐ」

は
宮
城
県
石
巻で
不
揃い 、
は
ん
ばの
意で
あ
り 、

栃
木
県
河
内
郡・
埼
玉
県

川
越で
奇
数の
意で
あ
る
か
ら 、
元
来は
上
下
そ
れ
ぞ
れ
概
念
語で
あっ
た
の

で
は
ない
か
と
い
う

疑
問
も
生じ
る 。
オ
ノ7
トペ

の
語
源な
ど 、
明ら
か
で

ない
の
が
むし
ろ
普、通で
あっ
て 、

0ほ
ん
に
つ
べ
こ
べ
つ
べ
こ
べ
と
《
既
出・
傾
城
反
魂
香・
上
》

「
粒
痛の
転
語
な
るに
や」
(
倭
訓葉)
といっ
た
類の
語
源
説に
は 、
賛

も
否
もに
わ
か
に
は
下し
難レ 。
オノ7
トベ

の
多くに
見ら
れ
る一
つ
の
特

色は 、
押
韻
語
形に
対
応
す
る
畳
語形
を
有
す
るこ
と
で
あ
る 。
こ
の
「つ
べ

こべ」
で
も 、
畳一諾
「つ
ぺ
つ
ぺ」
を
有
す
る 。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
対
応を 、

有
力
な
目
安の一
つ
に
し
よ
うと

思
う 。

O
斎
世の
君と
に
や
ほ
や
し
た
世
間の
取
り
ざ
た
《
延
享三
年・
菅
原
伝
授

手
習
鑑・
一
》

O
(
返
事を)
に
や
ほ
やに
し
て
《
既
出・
頼
政
扇
子
芝・
一
》

前
者は
私
通 、
後
者は
あい
まい
の
意
(後
者は
名
古
屋・
金
沢
方
言に
残

る) 。
し
か
し
そ
れ
は
転
義 、
「に
や」
「ほ
や」
共に
顔
面
を
や
わ
ら
げ
笑み

を
含ん
だ
き
ま
で
あ
り 、
こ
れ
を
結ん
で
畳
語
「に
やに
や」
ない
し
「ほ
や

ほ
や」
の
強
調
形と
し
た
の
で
あ
る 。

い
っ
と
き

O一
時に
けい
こ
し
て
も 、
ど
ぎま
ぎと
ま
ぎら
は
し
け
りゃ
お
ぽへ
に
く

い
《
延
享
四
年・
万
戸
将
軍
唐日
記・
三
》

「
ど
ぎ
ど
ぎ
」
(
心
の
う
ろ
た
え
る
さ
ま 、

判
断
に
迷
う
さ
ま)

の
強
調
語
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で
あ
る。

O
大
悲の
お
力で、
い
ぢ
む
ぢの
ない
様に
《
享
保二
十
年・
苅
萱
桑
門
筑

紫
襟・
一
一》

Oい
ぢ
む
じい
は
ずと
早ふ
出せ
《
宝
暦
七
年・
祇
関
祭
礼
信
仰記・ご一
》

前
者はい
ざこ
ざ、
後
者は
ぐ
ず
ぐ
ず
言
うこ
と
の
怠。
「い
ぢい
ぢ」
(い

じ
け
た
さ
ま)
と
「
む
ぢ
む
ぢ」
(
も
じ
も
じ
す
る
さ
ま)
と
を
結ん
だ
語で、

原
義は
ウジ
ウジ
モ
γ
モ
ジ
し
てい
て、
素
直に
(さっ
さ
と)
要
求さ
れ
る

行
動に
出
ない
さ
ま
で
あ
る。

O
若い
な
り
し
て
び
ら
しや
ら
と
《
既
出・
卯
月の
紅
葉・
上
》

服
装に
い
う
だ
け
で
な
く、
事
跡
など
に
もい
う。
「び
ら
び
ら」
は
袖
や

裾の
ひ
る
が
え
る
さ
ま、
「しや
ら
しゃ
ら」
は
サ
ラ
サ
ラ
と
な
び
く
さ
ま
で

あ
ろ
う。
転じ
て、
な
ま
め
か
し
い
さ
ま
に
いっ
たの
が、
「び
らしや
ら」

で
あ
る。

obん
ば
馬、
谷の
板
橋がっ
く
り
そっ
く
り
と
歩み
なづ
むが
ご
と
く
な

り
《一字
保五
年・
日
本
武
尊
吾
妻
鑑・
三
》

びっ
こ
を
引
く
さ
ま
に
い
う
だ
け
で
な
く、
ち
ぐ
は
ぐ
な
さま、
軍
くしゃ

くし
た
さ
ま
など
に
もい
う。
「がっ
く
り
しゃっ
く
り」
と
もい
う。
「がっ

く
り」
は、
一
時に
折
れ
曲
が
る
さ
ま、
「そっ
く
り」
「し平つ
く
り」
は、

は
ね
戻る
さ
ま、
しゃ
く
る
さ
ま
で
あ
ろ
う。

Oど
が
ちゃ
が
と
は、
と
り
ま
ぎ
る』
こ
と
《
天
保
十二
年・
新
挟大
阪
詞

大
全》

今日
なお
行な
わ
れ
る
大
阪
語で、
事
故で
も
あっ
て
騒
動し
てい
る
時と

か、
大
多
忙で
混
雑し
てい
る
時と
か、
ど
さ
く
さ
紛
れに
ご
ま
か
し
て
し
ま

う
時
など
に
い
う。
元
来は
「ど
が」
「ちゃ
が」
共に、
騒
ぐ
時の
音
響を

表わ
し
た
語で
あ
ろ
う。

O

だ

だ

ぼ

だ

の

免

の

卦

に

当

た

る

《

安

永

九

年
・

新

版

歌

祭

文
・

座

摩

社

の

段
》

こ
れ
も
現
代ま
で
大
阪に
残り、
不
始
末に
散
らか
し
て
あ
る
さ
ま
にい
う

が、
近
世
話と
し
て
は、
①乱
暴、
無
茶
苦
茶の
意。「
く
る
わへ
入こ
み、

ゆ
き
きの
ぞめ
きを
な
げ
た
りふ
ん
だ
り、
だ
だ
ぽ
だ
をつ
く
す
ゆへ」
(
寛

政三
年・
多
烏
白
山
富
寿亥
初
春)
②不
始末、
{八を
あ
け
るの
意。
「
親方

こ
れ
を
聞い
て
大
きに
立
腹、
に
わ
か
に
帳
面
見り
や
十
両ほ
ど
だ
だ
ぼ
だ」

(
文
化
年
中カ・
仏
説阿
保
多羅
経)
③わ
け
な
し
の
意。「だ
だ
ぽ
だ
と
は、

わ
け
なし
の
こ
と」
(
新撰
大
阪
詞
大
全)。
上
接
語
「だ
だ」
は、
「だ
だ
抜

け」
の
意で
は
ない
か。
す
な
わ
ち
「
家
賃や
ら
ぬ
で
内は
だ
だ
ぬ
け、
火が

降ふ
よ
り
ま
し
で
あろ」
(姪
小
嶋武
勇
問
答・一ニ)、
現
代大
阪
語で
は
「だ

だ
漏り」
とい
い、
ジャ
lジャ
l
漏り、
底
抜けの
意に
用い
る。

以
上は、
ォノ7
トベ
の
大
概で
あ
るが、
押
韻
語とい
う
立
場か
らは、

こ
れ
を
概
念
語と
区
別
す
る
必
要
を
感じ
ない。
両
者は
共に、
同
義
語・
類

義
語を
結ん
だ
もの
と
し
て一
括し
て
よい。
し
か
しこ
こ
ま
で
で
すで
に
明

ら
か
な
よ
うに、
脚
顔
語で
は、
押
韻は一、
二
個
音
節に
と
ど
ま
ら
ず、
三

個
音
節に
及
ぶ
もの
もある。

さて
脚
韻
語の
第二
は、
反
対
語
を
結ん
で
意
味
を
強め
る一
類で
あ
る。

O
夜の
目
さの
め
も
あは
ざの
鳥
《
克
保二
年・
男
作五
雁
金・
道
行
》

倭
訓
架に
「
夜の
目
さの
め
も
合せ
ぬ
と
云は、
旦
暮を
あ
き
よ
さとい
ふ

を
もて
夜の
目に
重ね
てい
ふ
な
り」
と
あ
る
説
明は、
むし
ろ
「
夜目」
に

対し
て
「
朝
自」
とい
う
話が
あ
るか
ら、
そ
れ
を
利用し
た
押
韻
語で
あ
る

と、
い
い
か
えて
は
ど
うか。
す
な
わ
ち
「
夜目」
は
ま
た
「
夜の
目」
と
も

い
う。
そ
れ
と一
対に
「
朝の
目」
と
重ね
た
が、
上
援活・
下
接語の且回
数

は
相
閉じ
とい
う
の
が
圧
倒
的に
多い
た
め
に、
そ
れに
引か
れて
「
さの
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近世押額語のìi!í則について

め」
と
なっ
たの
で
あ
ろ
うr。

O
与
作と
云ば
く
ち
打の
ぬ
す
人め
に、
有た
けこ
た
け
し
あ
げ
て
《
宝
永

五
年・
丹
波
与
作
侍
夜の
小
市長
節・
中》

「こ
た
け」
を、
「は
だ
け」
と
同じ
く
粉
払けの
意に
解
する
説が
あ
り、

ま
た
意
味
な
し
と
す
る
説が
あ
る。
し
か
し
「た
け」
は
「
心の
た
け」
「
思

ひ
の
た
け」
「
有り
ゃ
うの
た
け」
な
ど、
全
部、
残ら
ずの
意で
あ
る。
接

頭
語
「こ」
(小)
は、
「
小坐
時」
「
小一
塁」
な
ど、
約、
ほ
ほの
意に
も

用い
る。
従っ
て
上
下
類
義
語
を
結ん
だ
もの
と
も
解
す
るこ
と
がで
きる。

あ
るい
は
ま
た
上
接
語
を
多
数・
多
量の
全
部とい
う
怠に
し、
こ
れ
に
対し

て
少
数・
少
量の
全
部とい
う
意で
「
小た
け」
とい
う
反
対
語を
新
造し
た

の
で
あ
る
か
も
知れ
ない。

以
上、
頭
韻語に
始まっ
て
脚
韻
語の
第二
類まで、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

単
独に
用い
ら
れ
る
こ
単
語
を
結びつ
け
た
もの、
ま
た
はこ
れに
準じ
る
も

の
で
あっ
た。
と
こ
ろ
が
次の
例
な
ど
は、
お
の
ずか
ら
別
類を
な
す。

。
私
し
も

Oて
ん
で
に
上
下ど
さ
く
さ
と
い
そ
が
し
き《
宝
麿
十
年・
極
彩
色
娘一扇

-
二
》

な
ぜ
な
ら
下
接
語
「
く
さ」
(
定ま
ら
ぬ
さ
ま、
ま
た
小
う
る
さい
気
持
を

表
わ
す)
は、
「ちょ
び
く
さ」
「
ちょ
ぼ
く
さ」
「ぶつ
く
さ」
「ご
て
く
さ」

「ば
た
く
さ」
「
もめ
く
さ」
等、
い
ろ
ん
な
語につ
く
接
尾
語だ
か
らで
あ

る。
「ど
さ
く
さ」
は、
畳
一括
「ど
き
ど
さ」
に
対
応
する
強
意
的
押
韻
語で

あ
る。O

所
/\の
び
ら
く
ら
を
し
ま
はん
と
《
既
出・
心
中二
枚
絵
草
紙・
下》

O
気ば
か
りい
ら
く
ら
《
既
出・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記・
三
》

Oじ平
ら
く
ら
云た
れ
ど
《
既
出・
男
作五
雁
金・
越
後
町
局
安火の
段》

Oぬ
ら
く
ら口
《吉子
似
七
年・
心
中
宵
庚
申・
上》

。

生れつ
い
た
野
良
く
ら
な
《
党
政四
年・
入
間
詞
大名
賢
儀・
四
》

&p
e
b
〈
ら

O
あの
お
方は
大の一一
袋

表じ
よ
よっ
て
《
寛
政
十二
年・
南
遊記・
二
》

Oしゅ
ら
く
ら
た
まる
茶を
《
宝麿
九
年・
難
波
丸
金
鶏・
三
軒
家
貸
座
舗

の
段》

こ
れ
らの
「
く
ら」
(つ
か
ま
え
所の
な
い
さ
ま、
ま
た
務
きたっ
さ
ま)

も
接
尾
語で
あ
り、
こ
の
脚
韻
語
形に
対
応
する
畳
語
形を
有
する。
総じ
て

上
接語が
オノマ
トペ
で
あ
れ
ば、
こ
の
対
応の
見ら
れ
るの
が
普通で
あ

る。Oしゅ
ら
く
ら
もや
す《
宝
暦二
年・
倭
仮
名
在
原
系
図・
二
》

こ
れ
は
オノ7
トペ
「しゅ
ら」
に、
修
羅
(
念怒
の
意)
を
ダ
ブ
らせ
た

派
生
語で
あ
る。

Oわ
や
く
や
紛
れに
r

き
ま
せ
う《
元
禄十六
年・
心
中
涙の
玉
井・
道

「行》
Oど
や
く
や
紛
れに
御
家
替を
し
て
や
らん
との
は
か
りこ
と
《
宝
永三
年

-
田
村
将
軍
初
観
音・
上》

0さっ
きか
らの
もや
く
や
《
既
出・
ひ
らか
な
盛
衰
記・一二
》

接
尾
語
「
く
や」
は
喧
騒、
混
雑、
勝
践の
さ
ま
をい
う
語に
の
み
付
くか

ら、
恐
ら
く
左の
下
接
語は、
こ
れに
関係が
あ
ろ
う。

O心の
もだ
くだ
もつ
れ
糸《
宝
麿六
年・
義
仲
勲功
記・
三
》

O
奥
様お
よ
び
な
さ
る』
時の
もじゃ
くじゃ
もい
かY
と
《
宝
永五
年・

淀
鰻
出
世
滝
徳・
上》

上
方
語に
は
「だ」
「じゃ」
相
通の
事
実が
認め
ら
れ
るか
ら、
同
語は

同じ
と
考え
ら
れ
る。
後
例につ
い
て、
語
源を
「
もん
ちゃ
く
もん
ち宇

く」
(間
着
悶着)
と
する
説が
あ
る
が、
従い
難い。
畳語
「
もだ
もだ'一

「
もじ平
もじゃ」
に
対
応
す
る
強調
形で
あり、
接
尾語
「
くや」
が
上
接
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語に
韻を
ふ
ん
だ
た
め
に、
「くだ」
「く
じゃ」
と
なっ
たの
で
は
ない
か。

O
もちゃ
く
ちゃ
い
ふ
て
居ら
れ
ま
す
《
既
出・
菅
原
伝
授
手
習
鑑・
三
》

O
何ん
ぞ
言か
は
し
た
詞が
立
た
ぬ
と
や
らい
ふ
様な
む
ちゃ
く
ちゃ
し
た

事が
《
既
出・
双
蝶々
曲
輪日
記・
二
》

前
者は
ぶつ
く
さ、
後
者はい
ざこ
ざの
意。
し
か
し
原
義に
ま
で
さか
の

ぼ
れば、
両
者は
互に
双
生
語で
あ
り、
さ
らに
「
むしゃ
くしゃ」
と
も
双

生
関
係に
あ
る。
そ
し
て
その
「
むしゃ
くしゃ」
は、
「
む
さ
く
さ」
と
同

一
語で
あ
る。

O
何じゃ
し
らん
が
気が
む
ちゃ
く
ちゃ
し
て
《
文
化
四
年・
矯
潜
妻・

上》
Oむ
さ
く
さと
せ
し
迷ひ
をは
れ
なん
《
宝
暦四
年・
世
間
長
者
形
気・

五
》

接
尾
語
「
く
さ」
に
は、
同
形二
種が
あ
るo
Hは
「
くしゃ」
「
く
ちゃ」

「
く
た」
と
相
通の
もの、
同
は
然
ら
ぎ
る
ものJ
A7こ
こ
に
取り
上
げ
てい

るの
は
付で
あ
り、
既
述の
「ど
さ
く
さ」
類は
同で
あ
る。

か
の

O
彼
傾
城
瀬
川とい
ちゃ
く
ちゃ
/
\《
既
出・
生写
朝
顔
訴・
大
機
揚
屋

の
段》

O
もう
別れに
宇
な
ら
ぬ
とい
ちゃ
こ
ちゃ
《
寛
政六
年・
滑
稽
即
興
噺・

五
》

共に
「い
ちゃ
い
ちゃ」
に
対
応
する
強
意
的
押
韻
語で
あ
る。
こ
れに
つ

い
て
は
すでに
別の
機
会に
管
見
を
述べ
た
(
大
阪
学
大
紀
要
同・
近
世
俗
語

ノ
l
ト
E・
い
ちゃ
つ
く)
が、
必
要な
点だ
け
を
繰り
返すと、
「い
ちゃ
こ

ちゃ」
は
「い
ちゃ
く
ち宇」
の
批
形、
「い
ち宇
く
ちゃ」
は
「い
さ
く
さ」

の
双
生
語で
あ
ろ
うとい
うこ
と
で
あ
る。
上
方
語と
し
て
は、
「い
さ
く
さ」

よ
り
も
「い
ざこ
ざ」
の
方が
常
用
語で
あっ
た
よ
うで、

。モ
ウい
ざこ
ざ
は
ない
わい
の
《
明和
八
年・
妹
背
山
婦
女
庭
訓・
四
》

倭
訓
楽に
よ
れば
「い
ざこ
ざ、
近
時の
口
語に
云へ
り」
とい
うこ
と
で

あ
る
が、
そ
れ
は
江
戸
語な
るべ
く、
江
戸語に
は
両々
行な
わ
れ
た。
しか

し
「い
ざこ
ざ」
は、
「い
さ
く
さ」
の
転
批で
あろ
う。

「
く
ちゃ」
「
く
た」
の
相
通に
は、
次の
例が
あ
る。

Oめっ
た
くた
人
をの
み
こ
む、
男だて
《
文
政
末カ・
つ
よ
ひ
物こ
わ
い

物
見
立づ
くし
》

Oこ
ちの
隣
りの
みっ
ちゃ
く
ちゃ
の
娘、
誰がこ
っ
く《
寛
政六
年・
け

い
せい
青
陽
鵜・
三
》

前
者は
メッ
タ
ヤ
タ
ラ、
後
者は
アパ
タ
の
意で
あ
る
が、
活
源は
同じ

以
上が、
上
接
語に
脚
韻を
揃え
る
た
めに
接
尾
語
を
付け
た一
類で
あ

る。
し
か
し
頭
韻
語は
もと
よ
り
腕
韻
語
もこ
こ
ま
で
は、
その
韻が
すべ
て

その
諮
問
有の
もの
で
あっ
た。
こ
れに
対し
て
脚
韻
語に
は
なお、
原
形に

あ
るい
は
音
節を
添加し、
あ
るい
は
管
節を
交
換し
て
ま
で、
押
韻の
実
を

挙げ
よ
うと
する
もの
が
あ
る。
こ
れは
頭
韻
認に
は
ない
こ
と
で
ある。

Oび
ら
りし
や
ら
りの
か
すり
墨《
正
徳二
年・
市畑山
姥・
二
》

Oぬ
ら
り
く
ら
りと、
ど
ち
ら
も
付か
ずの
返
答し
《
正
徳五
年・
持続
天

皇
歌
憲
法・
一
》

ふ
た
り

O二
人
打
苛じゃ
ら
り
く
ら
り《
既
出・
生
写
朝
顔
話・
大
機
揚
尾の
段》

O路の
高び
く
な
ろ'」
と
を、
だ
く
り
ぼ
く
り
《
凌
安三
年・
か
たこ
と・

二
》

こ
れ
らに
は、
すべ
て
「り」
を
取り
去っ
た
押
鎖
語
形が
具わっ
て
い

る。
その
意
味で、
こ
れ
を
音
添加と
見る。
上
接語・
下
接語に
同
時に
同

音
を
添加
する
所に
特
色が
ある。
「
り」
の
外に
は、
「ら」
を
添
加
す
る
も
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の
が
あ
る。

Oど
が
らちや
けか
らと、
絡しい
と
悲しい
と
が
ごっ
ちゃ
に
成っ
て
《
享

和
元
年・
箱
根
霊
験
楚
仇
討・
十
》

O
む
ちゃ
ら
く
ちゃ
ら
と、
た
が
い
に
気もち
が
わ
る
ふ
なっ
て
《
文
化八

年・
大
師め
ぐ
り・
上
》

Oっ
ぺ
らこペ
らと
厄
後か、
の
ぞ
きの
口
上の
や
うに
《
文
政
十
年・
北

川
規
売・
下》

Oは
じ
め
は
風の
こ
こ
ちの
や
うに
し
て、
う
な
らふ
な
ら
と
あか
し
く
ら

す
程に
《
明
暦
三
年・
他
我
身の
上・
三
》

O
う
な
ら
す
な
らに
渡しゃ
よし、
こ
は
ば
る
と
《
明
和
三
年・
小
夜
中
山

鐙
由
来・
五
》

こ
の
最
後の
は
現
代ま
で
大
阪に
残っ
た。
た
と
えば
「お
茶の
けい
こ
も

。
。
。
。
。
。

う
な
ら
す
な
ら
で
お
恥し
い
こ
と」
な
ど、
ど
う
や
らこ
う
や
らの
意だ
とい

う
(猪
飼
九
兵
衛
著・
方
言
と
大阪)。
し
か
し
語
源か
ら
考えて、
「Jど
う
や

らこ
う
や
ら、
で
きて
い
る」
と
積
極
的・
肯
定
的に
い
うの
で
は
な
く、
「
頼

り
ない
有
様に
し
か、
で
きてい
ない」
と
消
極
的・
否
定
的に
い
う
語で
あ

ろ
う。
上
掲
近
世
話
例は、
無
抵
抗、
尋
常、
素
直の
意で
あ
る
が、
こ
れ
は

転
義で、
「
う
な
う
な」
「
う
な
ら
う
な
ら」
は
力な
きさま、
弱々
しい
き
ま

に
い
う
語で
あ
り、
「
す
な
す
な」
「
す
な
ら
す
な
ら」
は
息
苦し
そ
うな
さ

ま、
ま
た
は、
し
な
や
か
な
さ
まに
い
う
語で
あ
る。
上
掲
終りか
ら二つ
目

の
「う
な
ら
ふ
な
ら」
の
下
接
語に
も
畳
語
形が
あ
り、
「ふ
な
ふ
な」
「ふ
な

ら
ふ
な
ら」
は
ふ
らつ
く
さ
ま、
ま
た
は、
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
し
た
さ
まに
い
う

語で
あ
る。
つ
ま
り
「
う
な
ら
すな
ら」
も
「
う
な
ら
ふ
な
ら」
も、
原
義は

共に
弱々
し
い
さ
ま
で
あ
る。

て
ん

し
か
し
育
添加の
最
も
け
ざ
やか
なの
は、
「
手づ
もんづ」
(諸
道
聴耳
世

間
猿
・

五
)

の
原
形
と
思
わ
れ
る
「
て
ん
づ
る
も
ん
づ
る
」

で
あ
ろ
う
。

O
て
ん
ず
る
も
ん
ず
る、

無
人
で
乎
が
足
ら
ず、

あ
れ
を
し
た
り
こ
れ
を
し

た
り、
う
ろ一フろ
す
る
外
な
きこ
と
《
既
出・
方三一口と
大
阪・一
般
通
俗

語
》

原
形の
方がか
えっ
て
現
代ま
で
生
きの
び
た
わ
け
で
ある
が、
こ
の
語に

つ
い
て
は
早
く
田
宮
仲
宣に
卓
説が
あ
る。

し
ゅ
Mさ
ま
-p

f、、

O
事
多
端に
し
て
繁
く、
又
衆
謀区々
に
し
て
決
談し
が
た
き
時を、
手づ

る
もづ
る
とい
え
り。
い
か
な
る
事に
や
と
お
もひ
し
に、
摂
州兵
庫の

て

づ
る
も

西、
高
麗が
林
(※
今、
駒
林)
の
沖の
海
底よ
り、
手
蔓
藻と
云
もの

出づ。
近
頃
和
蘭人こ
れ
を
知りて
求め
帰る
よ
し、
薬
能あ
りて
世に

は
ん
ぎ
っ

か
た
乞

用ひ
党へ
た
り。
こ
れ
を
と
る
は
九
月を
時と
す。
多
端
頻
雑の
象
図の

ご
と
し
《
文
化コ一
年ー・
鳴
呼
ム矢
草・
二
》

その
図を
見るの
に、
動
物
学
者の
い
う
オ
キノ
テズ
ル
モ
ズ
ル
で、
あ
た

か
も
唐
草
模
様の
は
な
は
だ
し
く
縫れ
合っ
た
状を
呈し
てい
る。
こ
れ
で
こ

の
練
皮
動
物を
初め
「てづ
る
も」
とい
い、
そ
れ
が
脚
韻
法で
「てづ
る

もづ
る」
と
な
り、
さ
らに
こ
れ
が
紛
糾、
繁
忙の
比
喰と
し
て
用い
ら
れ
る

に
至っ
た
経
緯が、
手に
と
る
よ
うに
わ
か
る。
それの
後に
援立固
化し
たの

が、
「て
んづ
る
もんづ
る」
で
あっ
たの
で
あ
る。

O人の
子じゃ
と
て
ど
ろ
くへ
ろ
くに
は
し
て
お
か
ぬ
筈《
既
出・
ひ
ら
か

な
盛
衰
記・コ一
》

こ
こ
は
こ
れ
ま
でい
ろい
ろに
読ま
れ
た。
た
と
えば
有
明
堂
文
庫
本で
は

「と
ろ
くへ
ろ
く」、
日
本
名
著
全
集
本で
は
「ど
ろ
くへ
ろ
/\」、
岩
波
版

日
本
古
典
文
学
大
系
本で
は
寸と
ろ
くへ
ろ
/\」
と。
結
局、
語
頭の一
字

を
清
濁い
ず
れに
読むべ
きか、
語
末の一
字を
「
く」
「
/\」
の
い
ず
れ

と
すべ
きか
が、
分
岐
点で
あ
る。
し
か
し
わ
れわ
れ
と
し
て
は、
近
世
上
方
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語
残
存の
可
能
性を
有する
地
方の
方
言
事
実と、
近
世
押
韻
語の
通
則とに

照ら
し
て、
「ど
ろ
くへ
ろ
く」
と
読む。
すな
わ
ち
その
方
言と
は、

Oど
ろ
くへ
ろ
く
酒
な
どに
酔っ
て
何の
見さか
い
も
無
く
な
るこ
と。

筑
前
(翌
春
随
筆)
・
山口
県
豊
浦
郡・
福
岡
県
博
多。
《
東
条
操
編・

全
国
方
言
辞
典
》

下
接
語
が
もし
も
音
添加の
方
法で
上
接
語に
韻を
ふ
ん
だ
もの
で
あ
る
な

らば、
下
接
語か
ら
「
く」
を
除
去
すれば、
原
語
が
得ら
れ
る
は
ず
で
あ

る。
「へ
ろ」
と
は、
「へ
ろへ
ろ
矢
(
鎚)」
「へ
ろへ
ろ
大
名
(
武
士・
侍)」

「へ
ろへ
ろ
縄」
「へ
ろへ
ろ
疲」
等、
当
時
さか
ん
に
用い
ら
れ
た
「へ

ろ」、
す
な
わ
ち
弱く、
しっ
か
りせ
ず、
取
るに
足ら
ぬ
事
物に
い
う
語で

あ
る。
上
接
語
「ど
ろ
く」
と
は、
「
神
仏の
ば
ち
も
思は
ぬ
ど
ろ
く
者、
友

た
の
み

逮
がい
に
引し
め
て
異
見
頼ま
する」
(
女
殺
泊
地
獄・
中)
の
「ど
ろ
く」

で
あ
ろ
う。
すな
わ
ち
怠
惰、
放
逸、
放
持の
意で
あ
る。
か
くて
「ど
ろ
く

へ
ろ
く」
と
は、
し
ま
り
もな
け
れ
ば
毅
然
た
る
所
もない
き
まの
意と
な

る。
上
掲の
方
言は、
そ
れ
が
酒
な
どに
酔っ
た
場
合に
局
限さ
れ
た
ま
で

で、
問一
一訟の
転
義と
考えて
も、
十
分に
了
承で
きるの
で
は
ない
か。
従

前、
放
置・
粗
略の
意と
解し
てい
る。
も
ち
ろん
そ
れ
で
も
よい
が、
無
責

任の
意と
する
方が、
原
義に
よ
り
近レ
で
あ
ろ
う。

次に立日
交
換で
ある。
その
代
表
例は
「
あ
く
た
も
く
た」
で
あ
ろ
う。
す

な
わ
ち
元
来は
「
あ
く
た
も
くづ」
(
芥
藻
屑)
で、
上
接語
「
あ
く
た」
に

引か
れ
て
下
接
語が
「
も
く
た」
に
なっ
た
と
説か
れ
てい
る。
し
か
しこ
の

語
形は、
後
述
する
よ
うに、
むし
ろ
江
戸の
常
用
語で
は
ない
か
と
思わ
れ

る
。

ま

た
、

さ

き

に

「

も

だ

く

だ
」

「

も

じ

ゃ

く

じ

ゃ
」

の

下

接

語

は
、

「

く

や
」

に
押
韻の
は
た
らい
た
もの
で
は
ない
か
と
述べ
た
が、
もし
も
そ
れ
が
当た

っ
てい
る
な
ら、
立日
交
換で
あ
る。

Oとっ
ぱ
かっ
ぱ
と
歩くに
依っ
て
《
天
明四
年・
隅
白
川
続
悌・
口
明》

「か
は」
(お
ちつ
きの
ない
き
ま)
は
接
尾
語で
あっ
て、
「うぢ
か
は」

「とつ
か
は」
「
ぐづ
か
は」
「ちよ
び
か
は」
「つべ
か
は」
「
ぎちか
は」

「と
ば
か
は」
等、
い
ろん
な
語に
付
く。
「とっ
ぱ」
に
も
付い
て
「とつ

ば
か
は」
と
い
う。
そ
れ
が
脚
韻
法で
右の
ご
と
く
なっ
たの
で、
音
交
換と

，もい‘え
る。

以
上は、
下
接
語が
上
接
語に
韻を
ふ
む
もの
で、
その
方
法にコ一
通りの

別が
あっ
た。
こ
れの
逆が、
上接
語が
下
接
語に
韻を
ふ
む
もの
で
あ
る

が、
その
例を
発
見するこ
と
は、
なか
なか
困
難で
あ
る。
こ
れ
は
し
か

し、
さ
も
あ
ろ
うこ
と
と
思わ
れ
る。
なぜ
な
ら
表わ
すべ
き
主
意は、
上
接

語が
負
担
するの
こ
そ
最も
自
然だか
らで
あ
る。
しか
し
こ
れに
反
する
例

が、
絶
無で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
とい
うこ
と
も
考え
ら
れ
ない。
た
と
えば
既

述の
「
あ
く
た
も
く
た」
は、
上
方で
は
近
世
も
今日
も
「
あ
く
ぞ
も
く
ぞ」

が
常
用
形で
あ
る。

O
御
大
切に
思
召
すおつ
れ
あひ
の
あ
く
ぞ
も
く
ぞ、
い
ふ
所へ
行て
申
す

じゃ
ま
で
《
元
文二
年・
釜
淵
双
級
巴・
中》

周
知の
よ
うに、
上
接話
「
あ
く
た」
が
下
接
語
「
も
くづ
↓
も
く
ず
↓
も

く
ぞ」
に
脚
韻を
揃え
た
もの
と
説か
れ
てい
る。
上
方
語に
は
屑を
クソ
と

いっ
た
例
も
あ
るか
ら、
右の
よ
う
な
音
設
も一
応
うな
ず
く
こ
と
が
で
き

る。
こ
れ
を
認め
ると
すれば、
立H
交
換といっ
て
よい
が、
そ
れ
以
外の
ケ

ース
に
は
ま
だ
接し
ない。
ち
な
みに
江
戸
側
資
料に
は、
次の
よ
うな
例が

あ
る。O七

も
く
題
目
を
有
難さ
うに
聞かにゃ
あ
な
らね
え
《
明治六
年・
梅
雨

小
袖
苦八
丈・
二
》
※ご
た
く、
お
説
教、
説
諭の
意。

上
接
語
「七
も
く」
は、
「七
字L
の耳目交
換と
も
「
七」
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も
考え
ら
れ
る。

(四)

遜

則

の

適

用

以
上は
近
世
上
方の
押
韻
語に
見ら
れ
る
通
則につ
い
て
述べ
たに
す
ぎ
な

い
が、
こ
の
通
則が
その
ま
ま
近
世
江
戸
語
や
現
行
諸
方
言に
も
適
用さ
れ
う

る
か
ど
うか、
その
点につ
い
て
積
極
的に
発
言
する
だ
けの
準
備は、
ま
だ

十
分に
整っ
てい
ない。
し
か
し
見
当と
し
て
は、
大
き
な
誤り
は
ない
の
で

は
ない
か
と
考え
てい
る。
た
と
えば
「て
ん
や
わ
ん
や」
の
語
源な
ど、
す

テ
シ
ヂ

ヲ
ν

't、

でに
新
旧一一向
説
を
数
え
る
が、
「
手々
我々
の
意か」
と
する
但
言
集
覧
説

に
し
て
も、
「て
ん
で
ん」
と
「わ
や」
「わ
や
く」
の
二
語が
結
合し
て
で
き

た
語と
す
る
広
辞
苑
説に
し
て
も、
通
則か
ら
全
然
は
ず
れ
てい
る。
従っ
て

そ
れ
らの
諸
説は、
そ
れ
が
異
例
中の
異
例で
あ
る
ゆ
えん
を
説
明し
な
く
て

は
な
る
まい。
もし
も
その
説
明に
窮
す
る
よ
うで
あ
る
な
らば、
一
応、
通

則に
照
ら
しつつ
上
接
語・
下
接
語の
語
義せ
ん
さ
く
を、
別の
方
向か
ら
出

直
すべ
きで
あ
る
か
も
知れ
ない。

||大
阪
学
芸
大
学
教
授
||

近畿押韻語の通則について

41 


